








現代日本語におけるドイツ語系外来語の概要 93

000語が収録されていると思われる。また特に現代の語彙傾向に重点をおいている｢現代用

語の基礎知識・84年版」は，各種専門語領域の用語と巻末の外来語一覧との合計で約20,

000語を収録している。このあたりが一般の外来語数の上限であろう。というのは，これら

の辞典類には，必ずしも一般の語彙とはいえない専門語彙に近い語もかなり入っているか

らである。このような語は，一般の言語辞書では収録されていない。専門語では，もちろ

んこれ以外の多数の外来語ないし外国語が用いられていることはいうまでもない。

では，普通の辞書類ではどの程度の外来語が収録されているのであろうか。最も簡単な

記述によると66,000語収録する或る現代語辞典で5％という数があげられている。（'2)さ

らに1956年刊行の「例解国語辞典」では,40,393語中1,428語(3.5%),また1963年刊

行の｢岩波国語辞典｣では,57,000語中2,918語(5.1％)というデータがあげられている｡('3）

私が後者の1979年3版で調査したところでは，58,600語中3,172語（5.4％）であった。

因に1889年の「言海」では,39,103語中551語(1.4%)であったというから，これから，

同時に数十年間に外来語が著しく増加したことが或る程度推定できよう。しかし，この約

5％という数はそれほど多いとはいえないのではないかと思う。数百語の本来語の他は外

来語というアルバニア語は極端な例かもしれないが，（'4)英語の語彙もまた多数の外来要素

から成立っていることは周知の通り，ドイツ語は比較的外来語の少ない言語とされる

が,('5)それでもDuden:Fremdw6rterbuch第4版は実に48,000語を収録している。これ

は比較的しばしば一般人にもたらされる語を収録したものである。なお，同化された借用

語Le"""0〃は含まれていない。もっとも専門語が一般によりしばしば且つ多数もたらさ

れる現代の情況を考慮してかなりの専門語が含まれているらしいが。ドイツ語の一般の辞

書の比較に適したデータはないが，ある現代の辞書のAの部について，約17％という数が

あげられている。（'6）

なお，もっと収録語数の多い広辞苑クラスの辞典では，どのような割合を示すのか興味

のあるところであるが，固有名詞を多数含むので，この調査は残念ながら，手軽にはでき

ない。それに，辞典類に収録されるか，否かは，その編者の観点にかなり左右される。同

じ小型辞典でも，例えばドイツ語系に関するかぎり「岩波国語辞典」と「三省堂国語辞典」

では収録語にかなりの相違が認められる。ひとつには，外来語のなかには，新旧の交代が

激しいものもあり，また専門語か一般語かの判断も容易でないという事情が加わる。従っ

て，一般的に完全に一致した収録状態は期待できない。

1．2原語別数量・割合

市河一服部204ページ

矢崎9ページ，「言海」のデータも同書による。

Bloomfield,p.467,三宅他訳,624ページ

Sapir,p.195,泉井訳198ページ以下など参照

Agricola,S、522
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りである。新しい借用は少ない。矢崎が今なお各方面で使用されているドイツ語系外来語

としてあげているアスピリン，エネルギー，ケル，シャン，バウムクーヘン，リーベなど

16語のうち戦後の借用はバウムクーヘンだけであろう。なお，新しい借用については，本

稿の4で報告する。

2．2ドイツ語系外来語の借用年代と分野

以上のような受容の状況・変遷は現代のドイツ語系外来語にどのように反映されている

であろうか。ここで「岩波国語辞典」の収録語について，時代別・分野別の語数を調べた

結果を示そう。借用時代の区分については「外来語辞典・東京堂」に従った。もちろん，

この場合，専門語としては古いが，一般語としては新しいというものもある。専門分野は

あまり細分しないで自然科学（医学・薬学・工学を含む)，人文・社会科学（文学・芸術を

含む)，スポーツ，一般と4分するにとどめた。また，他に混種語のうちドイツ語成分力罫独

立見出語として収録されていない語は1語としてカウントした。
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ここで不明語とは，音楽用語のカノン，ケルトナー菌，シャーレ，モノグラフイーの4

語で「外来語辞典・東京堂」に収録されていない。またイデーは「外来語辞典・角川」に

より明治とした。ここで一般としたのは，アーベント，アルバイト，エネルギッシュ，カ

イゼルひげ，ケル，シャン，スピッツ，ゼミナール，ドーラン，フラウ，ヘル，ベンベル

グ，マルク，メッチェン，メルクマール，ヨーグルト，リーベ，ワッペンである。ゼミナー

ル，メルクマールは自然・人文・社会科学いずれの分野でも用いられる可能性力ざあるので

一般とした。

廃語などについては詳細不明なので以上のデータだけでは充分なものではないが，現在

使用されているドイツ語系外来語の借用年代と分野についての大体の特徴は示されている

と思う。

語数はどの分野も昭和の借用が最も多く，またこれ以前の借用で87％弱を占めることが

分かる。しかし，他方，少ないといっても戦後の借用とされる語も23語(10%以上)数え

るのも注目されよう。また分野別では，自然科学が，どの時期も最も多く，全体で半分以

上の59％に及ぶことも分かる。これに次いで人文･社会科学が23.7％となっている。8割
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以上の語が学術関係に由来しているわけである。

「広辞苑」では時代別のデータが不足のため分野別の数のみ調べたが，それによると自

然科学300,人文･社会科学121,スポーツ43,一般53となり，自然科学58%,

人文・社会科学23％などとほぼ同じ割合を示すことが分かった。

つまり，ドイツ語系外来語の借用は時期的には戦後の借用もあるが，明治から戦前まで

が主要な時期であり，また分野については，さらに具体的な語についてみれば，医学，薬

学，化学，理学一般，哲学，心理学，社会学，経済学，文学，音楽，スキー，登山，その

他に及んでいることが分かる。これは，先述のドイツの言語・文化の受容の集積を反映す

るものとなっているといえるであろう。「文化史に対する興味ある注釈」(31)であろう。

具体的な語例については3のリストを参照されたい。

3小型辞典収録のドイツ語系外来語Iノスト

以下に一般語におけるドイツ語系外来語の例として2小型辞典「岩波国語辞典」と「三

省堂国語辞典」の収録語をその異同と共に示す。それぞれ原語，分野，借用年代，訳語ま

たは他系外来語，他の辞典の記載の異同などを併せて示すことにする。なお，表記上の別

形は見出語には挙げず，また省略語との併存の場合は完全形のみ見出語とした。

なお，略号，記号は次の通りである。

A:自然科学,B:人文・社会科学,C:スポーツ,D:一般

0:明治以前,1:明治(1869-1911),2:大正(1912-1925),3:昭和・戦前

（1926-1945)，4：現代・戦後（1945-）

岩：岩波国語辞典，三：三省堂国語辞典，広：広辞苑，外：外来語辞典･東京堂，荒：

外来語辞典・角川

英（語)，オ(ランダ語)，ド(イツ語)，フ(ランス語）

＜：は原語からの変化がある場合

十：語義の説明記載があることを示す

3．1「岩波国語辞典」に収録の語

以下の語の大部分は「三省堂国語辞典」にも収録されている。三に無収録の語は↑印で，

また収録されているが原語の表示が異なるか，見出語でない場合は(↑)印で区別する。な

お，見出語の（）は本稿の1，2の集計でノーカウントの語

アーベントAbendD,3+

アイゼン<SteigeisenC,3+

↑アウタルキーAutarkieB,2「自給自足」

61)Sapir,p.193,泉井訳197ページ
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↑アウフヘーベンAufhebenB,2+「止場，揚棄」

アスピリンAspirinA,1+外・英

(↑)アスベストAsbestA,0「いしわた｣，広・英，三一外・オ

↑アチドーシスAzidosisA,3+

アデノイド<adenoideVegetation,adenoids(イギリス)A,1+,三，広･Adenoid

(↑)アトニーAtonieA,1+「無力症，無緊張症｣，三・胃アトニ－の見出しあり

↑アドレナリンAdrenalinA,1+

アメーバAm6beA,1+「アミーバ｣，広･amoeba,ameba英．ドイツ語でも動物

学の分類ではAmoebaというらしいので，これが借用されたのであろう。三・

Am6baはこの混交形か？

↑アルギン酸<AlginsaureA,4+

アルバイト，バイトArbeitD,2+,いわゆる学生アルバイトの意味は現代の日本語

で発生したものである。4．4，3参照

↑アルペンシュトックAlpenstockC,2+

アレルギーAllergieA,3+「即時型過敏症」4．4,4参照

↑アンチテーゼAntitheseB,3+「対立命題，反立」

↑アンチモンAntimonA,0+「アンチモニー｣，外・無収録，荒・オード

イデーIdeeB,1「観念，理念｣，外･3,荒・坪内の例証あり

イデオロギーIdeologieB,3+「観念形態」4．4,5参照

↑イヒチオールIchthyolA,2+

(↑)インポテンツImpotenzA,3+,三・インポ(テ）

ウランUranA,4+「ウラニウム」4．4,6参照

(↑)エーテルetherオ,AtherA,0+,三・オ，広・オ系とド系とを区別

エーデルワイスEdelweissC,3+｢西洋うすゆきそう｣，分野としてはDともとれる

が，元来登山の関連で借用されたと思われる。

エチルアルコールAthylalkoholA,1+

エネルギーEnergieA,1｢精力，元気｣，物理学の意味は説明のみで訳語はない。三・

エネの見出しあり。4．4，7参照

エネルギッシュenergischD,2「勢力的」4．4,7参照

エピゴーネンEpigonenB,1+「亜流」

エンケル係数<EngelB,3+

↑オームOhmA,1+

オナニーOnanieA,2「自慰行為｣，関連語として三・オナペットなる俗語収録

(↑)オブラートOblateA,0+,三・オ，外・オード，荒・ポルトガルーオード
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ガーゼGazeA,1+

ガイガー計数管<GeigerA,4+

↑カイゼルひげ<KaiserD,1+

カゼインKaseinA,3+「乾酪素」

(↑)カタルKatarrhA,1+,三一広・オ

カテゴリーKategorieB,1「範陦」4．4,8参照

(↑)カノンKanonB,？＋’三・英，広．｢追復曲，典則曲」

カフェインKaffeinA,2+

カプセルKapselA,1+,気密室などの意は新しい。4．4,9参照

(↑)カリウムKaliumA,0+「カリ｣，外一三・オ

カリエスKariesA,2+

カルテKarteA,1「診療記録，病症録」4．4,10参照

カルテルKartellB,2+「企業(家)連合」4．4,11参照

カロリーKalorieA,1+,4．4,12参照

(↑)ギプスGipsA,0+「ギブス｣，三・オ，外・オード

グリコーケンGlykogenA,2+

(↑)クリニックKlinikA,3「臨床講義，診療所｣，三一広一外・英

クルップKruppA,1+

クレゾールKresolA,1+

クロールカルキChrolkalkA,2「さらし粉」

クロロホルムChloroformA,1+

↑ケシュタルトGestaltB,3+「形態」

↑ケゼルシャフトGesellschaftB,3+「利益社会」

ケバルトGewaltB(D),4「暴力行為，ケバ｣，三・ケバ，ケバ棒の見出しあり。4．

4，13参照

↑ケマインシャフトGemeinschaftB,3+「共同社会」

ケル<GeldD,3「金銭，かね，ケルト｣，岩一三・ケルトの見出し無し

↑ケルトナー菌くGﾖrtnerA,？＋「腸炎菌｣，外・無収録

ケルマニウムGermaniumA,4+,4．4,16参照

ケレンデGelandeC,3+,4．4,14参照

コークスKoksA,1+

ゴチック(Gotik)B,2「ゴシック｣，原語無記載，説明はゴシックGothicにあり，

三．見出しゴシックのみ，広・gothiqueフ,Gothikド，外・ドープ］

コツ学、ルKocherC,3+
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（コレステリン)CholesterinA,4,この語の見出し無し。コレステロールの項に

記載あり。広・英，外・ド

(↑)コンツェルトKonzertB,3「コンチェルト｣，説明はコンチェルトconcerto(イタ

リア語）にあり「協奏曲｣，三・コンチェルトの項に「コンツェルト」言及

コンツェルンKonzernB,3+

コントラバスKontrabassB,2+「ダブルベース」

ザイルSeilC,3+「ロープ」

↑ザインSeinB,3「存在，実在」

↑サリチル酸<Salizyl(saure)A,3+

ジアスターゼDiastaseA,1+「アミラーゼ」(Amylase)

↑シエーマSchemaB,4「図式」

↑ジオプトリーDioptrieA,4+

シャーレSchaleA，？＋，外・無収録

シャン<sch6nD,2「美人｣，説明はないが記号により形容動詞の用法も示されてい

る。三．＋，「美人｣，反意語「ウンシャン・ぶす」の記載あり，広･学生語とし「美

人」のみ，ただし「彼女は－だ」の用例をあげている。

シャンツェSchanzeC,3+

シュプールSpurC,3+

シュプレヒコールSprechchorB(D),3+,4．4113参照

シュラーフザックSchlafsackC,3+「寝袋｣，三・「寝袋，シュラフ，シラフ」この

2短縮語見出しとしても収録，広．＋「寝袋，スリーピング・バッグ｣，岩一三には

この英語系の語は無収録。

↑ジンテーゼSyntheseB,3+「総合」

ストックStockC,3「スキー杖，シュトック｣，この原語に近い語形は見出しにはな

い。ストックはスペルによった英語・ローマ字式発音の干渉か，なお北ドイツでは

この発音もある。

(↑)スピッツSpitzD,4+,三・英。原語に近いシュピッツヘの言及はない。ストック

と同趣とも思われるが外のように英語説もあり，英語経由の借用の可能性も考えら

れる。少なくとも間接的に影響したであろう。

↑ズルチンDulzin,DulcinA,3+

↑スルフオンアミド剤<SulfonamidA,4+,外・ド，広・英

ゼミナールSeminarD(A,B),3「セミナー｣。「ゼミ」の見出しあり。説明はセミ

ナーの項でのみ。訳語に「演習｣，4．4，15参照

↑セレナーデSerenade,sergnadeフB,3+「夜曲，小夜曲｣，三・フ「セレナード」
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の項に言及

↑ゾルレンSollenB,3+「当為」

↑タリウムThaliumA,3,外・ド，広・英

タンポンTamponA,3+「綿球」

チアノーゼZyanoseA,3+

チタンTitanA,2+,外・ド，広・ギリシア系固有名詞，荒・ドーフーロシア。4．

4，16参照

(↑)チフスTyphusA,0+「チブス｣，三一外・オ

ャツベルクリンTuberklinA,1+

ディーゼルエンジン<DieselA,3+･ジーゼルエンジンの見出しもある。4．4,

17参照

テーゼTheseB,3+「定位，綱領｣，三・「命題」

テーマThemaB,3「主題｣，三・「テーマ音楽，－ソング｣などの用例あり。4．4,

18参照

テノールTenorB,2「テナー｣，説明はテナー（英語系）にのみ。

デマゴーグDemagogB,2+,三「扇動政治家」

デマゴギーDemagogieB,3「デマ｣，説明はデマにある。訳語「流言｣。三「扇動，

扇動政治」

↑デモーニッシュdamonischB,3+「超自然的」

↑デング熱<DenguefieberA,3+

ドーランDohranD,3+,なおDohranはドイツの会社名とのこと（三一広一外)。

(↑)ドクトルDoktorA,0「ドクター｣，三一広一荒・オ，外・オード

トラホームTrachomA,1+「トラコーマ」

↑トリウムThoriumA,2+,広・英，外・ド，荒・ドー英一フ

ナチNaziB(D),3+

ナチスNazisB(D),3+,三は和製外来語でNaziの複数形としているが原語の複

数形と考えるのが妥当であろう。関連のナチズムは英語系であろう。

ナフタリンNaphthalinA,2+

ノイローゼNeuroseA,4+「神経症」4．4,19参照

ノギス<NoniusA,3+,外一三一小学館国語大辞典・ド，広･オ，荒・ポルトガルー英．

なお広に従えば借用年代は0となろう。

バセドー病<BasedowA,3+,広一荒・ドイツ人の説明あり，ただし岩一三一外にはな

し

バチルスBazillusA,1「桿菌｣，他に比職的用法の説明あり。
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バツケンBackenC,3+

(↑)(ハトロン紙)<PatronenpapierD,3.原語についてはhard-rolledの転と，このド

イツ語が併記されている。荒はドイツ語のPatronpapierからとしているが語形か

ら察すると最も適しているようである。もっとも現今のドイツの辞書にはこの語は

収録されていない。PatronenpapierはBrockhaus-Wahrigにはあるが意味からみ

て直接の関連は不明である。広・ド，三・オ，外・英

パラチオンParathionA,4+

パラチフスParatyphusA,1+

↑ハロケンHalogenA,2

ビールスVirusA,4「ウイルス」他にヴイーノレスの見出しもある。説明はウイルス

にある。4．4，20参照

↑ヒエラルキーHierarchieB,4+,広はヒエラルヒーが主要見出し｢階層性,位階性｣。

なお石野・現代はヒエラルキーを誤用としているが，必ずしもそうともいえない。

chの[k]の発音はドイツ語圏でもかなり聞かれる。

ヒステリーHysterieA,0+,三に見出しヒスがあるがこれはD,3の形成であろう。

なお外-荒・オード。まずオランダ語から借用され，再度ドイツ語から借用されたと

思われる。さらに英語系のヒステリック，三にはこれに加えてヒステリカルが見出

しとして収録。

ピッケルPickelC,3+

↑ヒドラHydraA,4+,広・ギリシア語固有名詞，外・ギリシア，荒・ギリシアーラ

テンード

(↑)ヒポコンデリーHypochonderieA,0+「心気症｣，三・オ，外・オード

ヒユッテHiitteC,3「山小屋」

フェーン現象<F6hnA,3+,4．4,22参照

ブタンButanA,4+,外-荒・英

↑プトマインPtomainA,3+

フラウFrauD,2「妻，夫人」

ブラウン管<BraunA,3+,4．4,28参照

プラズマPlasma「血漿｣，「プラスマ｣,三ではプラスマと物理学のプラズマplasma

（英）は別項。

プラネタリウムPlanetariumA,3+,広-外・英，荒・ド

プルスPulsA,1「脈拍，脈」

プレパラートPraparatA,1+

プロレタリアProletarierB,3+「労働者，無産者」4．4,23参照
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プロレタリアートProletariat(ドーロシア)B,3+「労働者階級」4．4,23参照

↑ブンゼン灯<BunsenA,1+

ベクトルVektorA,3+

ヘケモニーHegemonieB,3+「指導権｣，広「覇権」

ヘモグロビンHamoglobinA,1+「血色素」

ヘリウムHeliumA,3+,外・英

↑ヘル<MoharD,1+

学、ルツ<HertzA,3+

↑ベルツ水<BalzA,3+｡Balzは来日ドイツ人の名。2.1参照

蓼、ロインHeroinA,2+

(↑)ベンゾールBenzolA,2+「ベンゼン｣，三一外･英，荒･英一ド。英語経由か，発音

の干渉が推定される。

ベンベルグBembergD,4+｡Bembergはドイツの会社名

ポリエステルPolyesterA,4+,広・英，外・ド，荒・ドー英。

ポリエチレンPolyathylenA,3+,広・英，外・ド，荒・ドー英一フ。

ホリドールFolidolA,4+

↑ホルスタインHolsteinA,3+,厳密にはホルシュタインなので英語の干渉が推定さ

れる。ただしホルシュタイン地方にはこの発音も行われている。

ホルマリンFormalinA,1+

ホルモンHormonA,2+,4．4,24参照

ボンベBombeA,3+,4．4,25参照

マクロコスモスMakrokosmosB,3「大宇宙」

(↑)マゾヒズムmasochism(英),Masochismus(ド)B,3+「披虐症｣，広一三・英，

外・ドの英語化とする。

マッノ、MachA,4+

マラリアMalariaA,1+「おこり」，広-外・英，荒・ドー英一フーロシア

マルクMarkD,1+

マルクス主義<MarxB,3+。他に英語系の見出しマルキシスト，マルキスト，マル

キシズムあり。

(↑)マンガンManganA,0+,三・オ，外-荒・オード

ミクロコスモスMikrokosmosB,3「小宇宙」

↑メタノールMethanolA,3「メチルアルコール」

メタンMethanA,2+「沼気」

↑メチルアルコールMethylalkoholA,1+「木精｣，「メチル，メチール」
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メッチェンMadchenD,3「少女，未婚女性」

メトロノームMetronomB,1+

↑メルクマールMerkmalD(A,B),4「めじるし，指標」

メルヘンMarchenB(D),3+「おとぎ話，童話｣。もとは文学用語であったろう。

4．4，26参照

メンス<MenstruationA,3「月経」

↑モーゼル銃<MauserA(D),1+,発音は英語化？

↑モノグラフイーMonographieA（B)，3（？）＋，広・フ，荒・ドープ，外・無収録

(↑)モラルmorals(英),Moral(ド)B(D),3+「倫理，道徳，習俗｣，広・英一フ，

三一外・英，荒・オードー英一フ

ャモリブデンMolybdanA,2+

ヤッケJackeC,4+「アノラック」

ヨーグルトYoghurtD,3+,4.4,27参照

ヨーデルJodelB,3+

ヨードJodA,1｢沃素｣，ドイツ語系外来語ヨードチンキ，ヨードホルムなる副見出

しあり。

↑ラーメンRahmenA,3+「剛(節)架構」

(↑)ラジオゾンデRadiosondeA,3+,三にゾンデのみあり，逆に岩にこの語なし。

↑ラッセル<RasselgerauschA,3+「水泡音」

ラノリンLanolinA,3+,広-外・英，荒・ドー英一フ

リードLiedB,2+,ドは英語・ローマ字発音の干渉。三・「歌曲，リート」

リーベLiebeD,2「恋人，愛人」

↑リゾールLysoIA,3+

↑リチウムLithiumA,2+,外・英

リポイドLipoidA,3+｢類脂質，脂質｣，広-外･英，荒・ドー英一フ。ドの発音はリー

ドと同趣。

リュックサックRucksackC(D),3+,英語読みの注あり。三にザック収録。

(↑)リンパLympheA,1+,広・英，三・ラテン，外・ドーラテン，荒・オー英一ドーフ

ルーペLupeB,3「拡大鏡，むしめがね」

(↑)ルクスLuxA,3+,広・ラテン，三・フ，外-荒・ド

ルンケLungeA,3「肺，肺結核」

ルンペンLumpenB(D),3「浮浪者」

↑レーゼドラマLesedramaB,3+

↑レプラLepraA,1「ハンセン病｣，広-外・ラテン，荒・ドー英一ロシア
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バスBassB,2+「コントラスバス，ベース｣，岩・英

パトローネPatroneA(D),4+「マガジン」

パラノイアParanoiaA,4「妄想症」

(*)バリウムBariumA,1+,岩・英

ヒーメンHymenA,3「処女膜」

(*)ビタミンVitaminA,3+,岩-外・英，広・ド，荒・ドーロシアー欧一英一フ。4．4,

21参照

ピレトリンPyrethrinA,4+

ヒンターランドHinterlandB,2「後背地」三一荒・英，広-外・ド。直接の借用か，

英語経由か不明。

ビンデイング<BindungC,3+「ビンドゥング」（この見出しなし）

フイルノ、一モニーPhilharmonieB,3+

ブッシュBuschC,3「やぶ」

プルークPflugC，4？「制動滑降｣。原語のPflugは元来「すき」の意

プロジットprositD,2+

ペーハーpHA,4+「ピーエイチ」

ペニスPenisA(D),1「陰茎」広-外・ラテン，荒・ラテン＞ドー英

〃、ルペスHerpesA，4？＋，広・ラテン

ボーケンBogenB,？/C’3三では「バイオリンの弓」音楽用語とされている。こ

れはあまり使われない。ここには記載されていないが，他にスポーツ用語(スキー）

「全制動回転」力罰ある。

ポリウレタンPolyurethanA,4「ウレタン」

ホルムアルデヒドFormaldehydA,3+荒に1922年の例証あり。

マウスMausA,4「はつかねずみ」

ムツターMutterD,3「母親」

メタモルフォーゼMetamorphoseA,1「変形，変身」

メントールMentholA,3+,「メンソール」

モチーフmotif(フ),Motiv(ド)-B,1+「動機，主題」岩・フ

ラーケLageA(D),4「姿勢，体位」

ライトモチーフLeitmotivB,3+,広「示導動機」

(*)ラジウムRadium-A,1+・岩-広・英

リノール酸<LinolsaureA,4+

リバノールRivanolA，4？＋

ルンゼRunseC,4+
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レセプトRezeptA,4+,4．3参照。

(*)レバーLeberA,3「肝臓｣,岩・英

ロールシャッハテスト<RohrschachA,4+

111

4最近のドイツ語系外来語

4．1最近の外来語借用・使用の一般的傾向

最近は各種専門語・特殊語では新しい外来語の借用はますます頻繁になり，さらにこれ

がマスメデイアなどを通じて速やかに，かつ大量に一般語にもたらされる傾向が強くなっ

ている。専門語の影響は，西洋語つまりカタカナの外来語のみではなく，漢語も多いので

あるが,新しい語が簡単に翻訳できなかったり，翻訳がある場合でも漢語が重苦しいとか，

同音異義語を生じやすいということもあり，さらに独特のニュアンスー学術的裏付け，

知的ニュアンス，新しさ，現代性，上品さ，高級感一のために外来語を使用する傾向が

顕著である。これに一般の漢字の素養の低下，また漢字の造語力の低下というファクター

も加わろう。つまり，必要やむを得ぬものはもちろん，効果が大きい場合は外来語の方が

好んで使用される。そして，その原語の系統は，専ら英米語である。このような語を新聞・

雑誌類から拾い出すことは容易であるが，或る程度整理された「現代用語」から少し引用

すれば以下のような各分野からの外来語がみられる。

アイデンティティ，インターフェロン，エコロジー，エントロピー，カー・トレイン，

シンドローム，（ファイン）セラミック（ス)，テレホン・カード，ニューアカデミズム，

ニューメデイア，バイオテクノロジー，パフォーマンス，パラダイム，バルネラビリティ，

フロッピー・ディスク，ニューリーダー，ライフ・スタイル，リニア・モーター・カー，

ワードプロセッサー

さらに最近の新聞の例としてエスニック,ダッチロール,テクノ･ストレス,ポストニュー

リーダー，レーザーカード，それにジエチレングリコールなどがあげられよう。最後の例

はドイツ語系であろう。なお，専門語の一般への経路のひとつに書名がある。手っ取り早

く新聞・雑誌の広告に現われる書名を参照されたい。相当な例を集めることができる。

専ら特別な効果から使用される外来語も少なくない。例えば定着した外来語とはいえな

いが「ブレークダウンした（かみくだいた）話はなかった」とか「そんなショートレンジ

の問題かね」（朝日新聞)という政治家の用例がある。前者には注がつけられている。地方

自治体も外来語を好むらしい。ポートアイランド・ファッション・タウン［神戸]，クリー

ン・グリーン作戦［大分］（朝日新聞)，なおプロジェクトは官庁の愛用語である。このよ

うな外来語を愛用する分野は，周知のごとく広告界一般，モードや化粧品，ホテル・レス

トラン業界，旅行業，外来のスポーツや芸能の部門などである。しかし，一部の学術専門

分野や教養層でも本来の専門用語とならんで，このような外来語一般の愛用傾向がみられ
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る。この方面の影響の一部は，例えば教養層の読者をねらっていると思われる｢へるめす」

のような雑誌のエッセイ類にみられる。より一般的な読者をもつ「朝日ジャーナル」の記

事などもこの関連で参照されたい。

さて，最近のやや細かい特色に注目すると英語の定冠詞に由来する「ザ｣の借用がある。

確かに，雑誌･図書･番組･催事などの名に多くみられる。（32)接頭辞的に「全｣，「大｣，「真」

のような意味が感じられる。「ザ」のつくホールもあるらしい。

別の新しい傾向は，より頻繁なローマ字の使用にみられる。雑誌名などの広告にこれが

目立つ。Focus,AsahiJournal,ドイツ語の例ではETWAS,Bemf(朝日新聞）という

雑誌名の広告がみられた。もっとも自動車とか，電気製品のネーミングには以前から専ら

外国語が用いられ，またローマ字も当然のように使用されてきた。オーディオ機器などの

指示表示もローマ字が支配的である。これらの傾向の延長であろう。

これと並行して，アルファベットの省略語も最近目立ってきている。これは新聞・雑誌

などの普通の文脈でもそのまま用いられ，音声的にもアルファベット読みで発音されてい

る。BGM,CD,CM,FM,LP,LSI,OL,PRなどから最近問題となったGNPそして

物騒なSDIなど多数の例が新聞などにみられる。これらとカタカナ語や漢語，ときにはア

ラビア数字との合成語もかなり用いられている。省略語でも一語のように発音される場合

はカタカナで書かれる可能性もある。「言語｣の最近号(1985年9月号)は「ヨコ文字語総

点検」を特集し，この傾向の例を多数示している。ドイツ語系では，ただ1語固有名詞

BMWが収録されている。

これ以外に，借用同化された外来語からの各種の語形成が盛んなのも特色とされよう。

多数の合成語形成一一他言語系の外来語との合成語漢語との混種語形成など含めて

一がみられる。新しい例ではコンピューター～，システムーー，～－シンドローム，パー

ソナルーー，ビデオーーなどの形成が多い。ドイツ語系ではエネルギーやカプセル，カル

テル，テーマ，ホルモンなどが合成語を形成している。接辞的な例ではアンチー，スーパー

－，テクノー，ニュー－，ノー－，ポストー，マイクロー，ミニー，また－ビア，－ポリ

ス，それに俗語の－チックなども新形成の可能性をもっている。

短縮語形成も盛んである。長い多音節の外来語は，以前から2－4音節の省略語を形成

することが多かったが，最近は借用が多いのでこの種の形成も一一特に4音節の語が

－増加したように思われる。アニメ，エアコン，オフ・レコ，シンポ，ハイテク，パソ

コン，マザコン，マスコミ，ラジカセ，ワープロ，ドイツ語系ではエネ，オペ，ケバ，ゼ

ミ，バイト，ワンケルがある。さらにこれが合成語を形成する場合がある。生ワク，省エ

ネ（船)，ケバ棒などである。

平行形成や対立形成も外来語の多用を促している。例えばバードウオッチングにならっ

剛例えば「朝日ジャーナル」1985年13号の雑誌のリストには15誌名が見える。
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てカーウオッチング（広告・朝日新聞)，ワードウオッチング（言語）などと応用される。

平行形成はもちろん外来語に限らない。対立形成も外来語に限らないが，例えばマスコミ

に対するミニコミ，ニューリーダーに対するオールドリーダー，ハイテクに対するローテ

クなどがある。

このような種々の語形成は日本語で形成されるものであるが，カタカナばかりの形成で

あると，これらのいわゆる和製語はしばしば一見直接の借用のようにみえることになる。

一般に英語系の語が多いが，ドイツ語系でもテーマ・ソング，テーマ・キャンペーン，カ

プセル・ホテルのような英語系の外来語との粉らわしい合成形成がある。

語形成に軽やかな戯れが加わることもある。俗語や，若者の用語に多い。ドイツ語の例

では「現代用語」に夜バイト，カーバイト，寝るバイト，アルバイシュンが収録されてい

る。古い例「デマる｣，「ドッペる」にならった「ケバる」もこの趣をもつ。イデオロギー

とアレルギーから形成されたイデレルギー（朝日新聞）やメルヘンとロマンチックから形

成されたメルヘンチック（以下4．4，26参照）もこれらに近い。

これらの，様々の語形成は，外来語が完全に日本語に同化されていることを示すもので

あり，このような形成が多いということは，外来語に対する積極性を示すものとして注目

されよう。

4．2ドイツ語系外来語の情況

既に述べたごとく，今日，ドイツ語を学習する学生や一般人はかつてないほど多く，ま

たドイツとの直接的な接触交流はますます盛んになっているにもかかわらず，ドイツ語の

影響は，英米語系の外来語の氾濫のなかにあってあまり目立たないし，その必要性もない

かのようである。これを裏書きするかのように，新聞・雑誌には東西ドイツ或いはドイツ

語文化圏の政治・文化についてのニュースや紹介などの各種記事は非常に多いが，固有名

詞と一部のこれに準ずる語を除けばドイツ語系の外来語は少ない。特に新しい借用は稀と

いっていいくらいである。例えば，「ドイツの年一日本の文化受容を考える一」（図書

1984,12）ではかなりの外来語がみられるが，ビデオアート，シンポジウム，パフォーマ

ンス，ヴァライェテイ，イメージ，エモーションなど英語系の語が大半である。ただひと

つ「最近ドイツで舞踊演劇（タンツテアーター）とよばれているものは，バレーとは明ら

かに違うものだ｡」と訳語と共に（）のなかに新しい語が控え目に紹介されている。なお

固有名詞としてシャウシュピールハウス，シャウビューネがあげられている。これ以外の

ドイツ語は以前の借用のイデオロギーが数回,ベクトルが一回用いられているにすぎない。

また｢朝日ジャーナル」（1985,1,44～50ページ)のアンケート特集記事の用語もドイツ

語の現況を示しているであろう。カルチャーシーン，クロスオーバー，アンダーグラウン

ド，オリジナルキャスト，パフォーマンス・アーティスト，アマチュアリズム，サブカル

チャー，ハイテック時代，スペクテーションと目新しい英語系の語がひしめいているなか
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で，ドイツ語系はテーマ，アンチテーゼ，ドラマトゥルギーの3語にすぎない。これらの

語はいずれも以前の借用である。もっともテーマ以外の2語は必ずしも一般になじみの語

ではないが。同誌の一般記事でも似た傾向があり，目立つドイツ語系の語はイデオロギー

（愛用語の感あり)，エネルギー，テーマなどの既になじみの一部の借用語である。

以上の2例は現代のドイツ語系の外来語の情況を端的に代表しているように思われる。

つまり，新しい借用は皆無ではないが，少ない。そして，英語系の語が多用されるなかで，

既に借用されたドイツ語系の語が，数は少ないが，かなりの頻度で手堅く用いられている

という情況である。このような語は，先述のように造語面でも生産的である。これにドラ

マトゥルギ一のように頻度は非常に低いが，ドイツと密接な関係にある－或るいは過去

において影響を受けた－－－分野や筆者による専門語の使用力欝加わる。これらの語彙はタン

ツテアータ一のように新しい場合もあるが，既に古くから借用されているが，一般語には

知られていないような語も含まれる。従って一般語からみれば，これらの語はその周辺部

に属するものである。しかし時に目新しいという効果，或るいは高級感・学術性・知的雰

囲気をもたらすであろう。このような例を少し引用しよう。

デモーニッシュ，イコン，ゼツェッシオン，プロレタリアート，ユンカー貴族，フモリ

スト[広告文]，ミクロコスモス，メタモルフォーゼ，ホメオパテイ，アントロポゾーフ(朝

日ジャーナル)，マイスター制度，コラーケン，シャーレ，ネフローゼ，ホルムアルデヒド，

マウス，ベートーベン･チクルス（朝日新聞)，マクロコスモス，デリカテッセン，カテゴ

リー，パトグラフィー［｢病誌｣の注あり]，イコノグラフィ一（へるめす，1)，ヒペルネ

ムジー［｢過剰記憶」の注あり]，キッチュな，ヒエラルキー，ヒンターランド（同，2)，

プロブレマティーク，アンビバレンツ，メルクマール，ドラマツルギー的言葉（同，3)，

エートス，ケワン（増田)，ジンテーセ，アウフヘーベン（土屋)，コルヒチン，ヘモグロ

ビン（岡田)，ケシュタルトプシヒョロギー，シツォフレニー，ダーザイン，ズュンテー

ゼ，ケゼルシャフト，ケマインシャフト（ブレイエー河野）

このような専門語の周辺にある語の表記はしばしば意識的に原語に近づけられる。上の

ズュンテーゼはジンテーゼのことである。ドイツ語関係者では例えばミュンヒェン,メ（一）

ルヒェンなどが好まれる。また，これらのテクストでは時に原語が添えられたり，原語の

みが引用されることもある。

4．3新しいドイツ語系外来語

新語借用の数量は確かに英語系の語に比べれば問題にならないくらい少ない。しかし2

及び3で示したように，小型の「岩波国語辞典」と「三省堂国語辞典」には現代の借用と

される語が50数語収録されていて,これはドイツ語系外来語全体の割合からみれば決して

少ない数ではない。ここには次のような語が収録されている。

アクリル，アルギン酸，ウラン，ケバルト，ケルマニウム，ケロイド，シェーマ，スチ
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ロール，ストック，スピッツ，チクルス，ノイローゼ，ノ、一ケン，パトローネ，パラチオ

ン，パラノイア，ビールス，ヒエラルキー，ブタン，ポリウレタン，ポリエステル，マウ

ス，レセプト，ワッペン

さらに「現代用語」が収録する新しい語にキッチュ，クアハウス，コルヒチン，シーラ

ングラウフなどがある。

このなかでケバルトは原語の｢暴力[行為]」の意で借用され，1968年には一種の流行語

となり，ケバ，ケバ棒，内ケバ，ケバるのような語が生まれた。流行語の一般傾向として

現在は頻度は急速に低下している。なお以下4．4，13参照。

ワッペンは1964年以後の借用らしいが原語の「紋章」という意味ではなくブレザーなど

につけるアクセサリーの意味で用いられた｡当時こどもの間で流行したもののようである。

最近国鉄の分割・民営化反対の「ワッペン着用」が話題になり，また街頭集会などでワッ

ペンが配られたりする。

レセプトは社会保険診療報酬の「請求明細書」を指すものとして最近話題になっている

語である。この語はしかし医家の間ではかなり古くから用いられていたのではないかと思

う。ただし，意味は「処方菱」の類であったと思う。原語では「処方(菱)｣，転じて料理な

どの｢調理法｣を意味する。発音は元来レツェプトであり，変化したと考えられるが,ひょっ

としたらオランダ語時代の影響があるかもしれない｡因にオランダ語ではrecePt[re'sePtl

である。

コルヒチンKolchizinは最初は生物学などで知られていた薬品であるが，最近難病治療

に応用され一般に知られるようになったらしい。（33）

シーラングラウフSkilanglaufはもちろんスポーツ用語であるが，これには英語系のス

キーマラソン，クロスカントリーがあり，こちらの方が一般的かもしれない。関連の語に

ウオーキングスキーという和製語があるらしい。なお原語の発音はSki[li:]である。

キッチュKitschは元来｢無趣味な芸術作品や工芸品」を意味する語で，一部ではかなり

前から用いられていた。最近観代用語」に収録され「低俗風の作品」などと説明されて

いる。「キッチュな雰囲気」（へるめす，2)，「いわゆる近代建築というのが本当にキッチュ

にみえる……｣，「……の市場街，新宿の歌舞伎町をかけあわせたようにキッチュで，……」

（同，3）などの用例がある。

「現代用語｣85年版に収録された新しい語に温泉の施設クアハウスKurhausがある。原

語では温泉地の保養客用の娯楽施設やホールなどをもつクラブハウスを意味する。この語

は目下のところまだ固有名詞に近い感じで用いられている力ざ，やがてツーリズムなどの分

野で一般的になるかもしれない。既に雑誌の広告に「全国クアハウスガイド」という記事

㈱「現代用語」85年版896ページ
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のタイトルが紹介されていた（朝日新聞)。

この他専門語に近いイコン，ケノッセンシャフトGenossenschaftやスキー用語ウエー

デルンWedeln,住宅関係のハイムHeimなども新しい借用であろう。

ところで辞書類に収録されていない，或るいはされる見込のない，日本語への同化が感

じられない新しい語は，外来語というより外国語の引用というべきものであろうが，この

ような語も新聞・雑誌などで一般の読者にもたらされることがある。先述のタンツテアー

ターもこの例のひとつであろう。「朝日新聞｣のドイツの教育事情を報じた記事にはアビト

ア，ギムナジウム，レアル・シューレ，ノ､ウプト・シューレ，ケザムト・シューレがみら

れる。ギムナジウムのみは「広辞苑」に収録されているが他は新しい。また現代ドイツの

作家エンデの紹介記事では，メルヒェン・ロマン，ファンタージェンがみえる。筆者はド

イツ文学者である。また最近のワイン騒動に関連の記事にはシユペートレーゼ,アウスレー

ゼ，また料理記事にザワークラウト，シュヴァルツヴェルダー・キルシュ・トルテなどが

紹介されている。

直接ドイツの風物に関連した著作では，もちろんこのような目新しい語が多い。それは

必要上もあるが,雰囲気のためにも意識的に使用される傾向が強い｡例えばコンツェルト・

マイスター，ハイターカイト，デイルンドル，ケミュートリヒ，ホイリケン，シユトロー

フェン･リート，カスターニエン(小塩)，ケデンクターフェル，ヌメルス･クラウズス［こ

の語元来ラテン語]，パーテンタンテ，レツェプト［菓子の材料表･作方，元来「処方」の

意，なお，先述のレセプト参照]，カルテス･エッセン，ツッカーテューテ[おやつのはいっ

た袋，新入児童がもらう]，ガスト･アルバイター，ブルスト，カンティーネ，アイントッ

プ・エッセン，アッペルザフト（大沢）など多数の例がみられる。また「未来」のドイツ

の農村調査についての記事のなかにメッセデイーナー，ファッケル，ガストシュテッテ，

ハーフェル，ケルステ，ガッセなどがある。これらの語には日本語の注釈がつくことも多

いし，さもなくば前後になんらかの説明がみられる。そうでないと一般の読者には理解で

きないであろう。このような語は適切なこれに代る語がないことが多く，翻訳しにくかっ

たり，独特の雰囲気を伝えたいために用いられていることが分かる。例えばデイルンドル

は南ドイツなどの婦人用の民族衣裳であるが，なかば固有名詞みたいなもので訳せない。

またこの筆者も述べているがケミュートリヒなどという語は日本語に訳しにくい。その点

他の語がある場合，例えばブルストはソーセージでいいかもしれない。しかし，本物のド

イツのそれを表わすには原語が雰囲気を伝えるかもしれない。この点でハーフェル，ケル

ステは燕麦，大麦で充分かと思うが，しかしガッセはまた雰囲気を伝える可能性がある。

なお，専門語やこのようなエキゾチシズムの語では漢語・和語表現へのルビの方法もし

ばしば用いられている。また，専門語に類するものであるから，ここでも原語の引用もし

ばしばみられる。
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ここにあげたような語は，もちろん一般の語彙に入る可能性はほとんどないであろう。

しかし外来語借用のイニシアテイヴの例として注目されるであろう。

4．4出現頻度の高いドイツ語系外来語

最後に現代において特に頻繁に用いられている語について概観したい。これに関して参

考になるデータは少し古いが,やはり20年前の新聞用語についての国立国語研究所の調査

結果である。当時頻度の高かった語については既に96ページに引用しておいたが，これ

らの語は現在もたいていしばしば用いられている。以下，これらの語を中心に，さらに最

近頻度が高いと思われる語を紹介する。

1アイスバーンは「現代用語」によるとスキー用語で「斜面が氷状に固った状態」をい

う。原語では，一般にスケート場を指し，「外来語辞典･角川」にも説明されているが，日

本語でこの意味でも用いるのであろうか。それより最近凍結路面を指すのにも用いられて

いるようである。これは原語で普通はGlatteisという。

2アクリルは主にポリエステルなどと共に繊維関係その他でしばしば用いられる。同様

に素材を表わす語（ポリ）ウレタン，ポリエチレンなどが日常も聞かれる。

3アルバイトは戦前は「労働･研究」及び「(学者の）業績」の意味でのみ知られていた。

この意味は原語にもある。しかしいわゆる学生などの「内職」の意味は戦後，日本語で生

じたと推定される。つまり原語の「労働」の意味の特殊化といえよう。ただし，先述のよ

うに（98ページ参照）アルバイト・デイーンストから影響を受けたかもしれないが。原

語ではこの意味はなくこれは通常Nebenarbeitまたは英語系の外来語Jobが用いられる。

この語は印刷言語ばかりでなく，音声言語でも頻繁に用いられる。これに関連した語アル

バイターも借用されている。この語は原語「労働者」の意味をもつが，日本語ではこの意

味でも知られているが「アルバイトをする学生・人」の意味でも用いる。これはしかし最

近はたいていアルバイトですまされている。つまりアルバイトはアルバイターの意味でも

用いられる。「朝日新聞」に「高校生のアルバイト」というシリーズが最近掲載されたが，

ここではアルバイトはいわばキーワードとなっている。「学校がアルバイトを禁止しても

……｣，「アルバイト学生，－先，－誌，一する」など多数用いられている。「高校生のアル

バイトに頼る」などでは「労働」そのものか「人」かはすぐには区別できないということ

もある。「私はその頃，アルバイトの帰りなど，よく古本屋に寄った｡」（柴田)は文学作品

からの例である。また高野「二十歳の原点」には多数のアルバイト，バイトがみられる。

アルバイターの例には「アルバイターと正社員と二段構えになっています。アルバイター

の方から説明しますと－……99％がアルバイターであり……」（言語生活)力苛ある。この

語の俗語の語形成については既に紹介したところである。関連の語に英語系のパートタイ

マー，－ダイムがある。

4アレルギーは元来医学用語である。この原語自体ギリシア語系の学術造語(1906年）
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分は「カテゴリーと個人」と題され，この語力：20回以上現われる。「文化が配当するカテ

ゴリーを個人レベルで引き受けるカテゴリーと……｣。この訳語｢範陦」は最近は余り用い

られない。関連の語にテーゼ，アンチテーゼなどの語力叡ある。

9カプセルも古い借用であるが，それは薬品の入ったカプセルである。この意味で今も

もちろん使用される。「1日1回1カプセルを食後に服用します」（壮快)。朝日新聞のコラ

ム風の医学に関する連載小記事に「かぶせる」というのがある。これに対し最近頻繁なの

は「カプセル・ホテル」などにみられる空間的意味である。これはもちろん宇宙船の「カ

プセル｣の延長であろう。従って英語のcapsuleからの影響，一種の意味借用の可能性があ

ろう。さらに「タイム・カプセル」も影響しているであろう。この語は英語系の借用であ

る。因に原語でもKapselは「円形，卵型の小型容器」をもさす。このドイツ語はラテン語

capisula「小箱」にさかのぼる。最近「カプセルイン，－オフイス，－店舗，－人間」とい

うような語力：「現代用語」に収録された。

10カルテはいわゆる「診療簿」の意味の医家の用語として既に明治時代に借用された。

しかし一般に広く知られるに至ったのは割合最近であろう。医療関連記事で「カルテを押

収する」（朝日新聞)，また｢学校病カルテ」（朝日ジャーナル)のような用例もある。なお，

この原語は周知のごとく「カード」の意であり，古い「カルタ｣，それに「カルテ｣，「カー

ド」は同語源の語の異なった原語からの借用で意味も分業となっている点に注目しておき

たい。

11カルテルはエネルギーと並んで現代政治･産業界の重要語である。「企業連合」などの

訳語は用いられない。「価格－，共同販売－，国際－，資源一，生産制限－，不況一，ヤミ

ー，違法カルテル｣など多数の形成がある。関連のコンツェルンはこれほど使用されない。

12カロリーは栄養に関するテクストではなくてはならない。いわゆるダイエットの関連

でも現われる語である。「海藻類はカロリーカ:少ない･･･…｣，「カロリー計算，低カロリー食

品」（安心)。

13ゲバルトは｢新聞の語彙｣にはない新しい借用である（4．3参照)。原語では｢権力｣，

「暴力｣，「激しさ」の意があり，元来我国では法律関係で知られていた語と思われる。こ

の第2の意味「暴力［行為]」で一般にもたらされた。一時はかなり頻度が高かったが，最

近ケバルトはめったに聞かれず，「ケバ棒｣，「内ケバ」が時々話題になる程度である。「ヘ

ルメットとケバ棒で身を固めた……」（高野)。この語に関連してシュプレヒコールも一般

に知られるようになった。この語は元来演劇・音楽関係で先ず知られていたらしい。しか

し一般にはデモの際のスローガンなどの一斉唱和を指す語としてのみ知られている。今日

ドイツでも一般の辞書では，この意味と，唱和する人々のグループ｡，それに唱和される言

葉そのものを意味する語としてのみ説明されている。「独和大辞典｣には最後の意味の記載

はない。「……などのシュプレヒコールを上げながら農道をデモ行進」（年報）
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14ゲレンデは「新聞の語彙」には含まれない語であるが，最近はスキーが大衆化したせ

いかよく用いられる。原語では「土地，地域｣，「敷地」などを意味するが日本語では「ス

キー場｣の関連でのみ用いられる｡シュプールもスキー場で滑った跡のみを意味するスキー

用語である。原語では「足跡｣，「痕跡｣，「車線」などの意味をもつ。ストック（シユトッ

クの変化）は原語では広く「杖，ステッキ」の意であるが，「スキー杖」のことである。こ

れらの語はスキーに関連して登場する。スポーツの用語ではさらにアイゼン，ザイル,ピッ

ケルなどが登山用語として用いられる。

15ゼミナールは大学関係ではゼミなる短縮語も形成され，なお愛用語の感があるが，一

般にも用いられる。この語はドイツ語でもラテン語からの借用であるが，原語では｢演習｣，

「研修会｣，「研究科，研究室｣，「神学校｣，「教員養成所」の意味がある。最後の意味は古

い。いわゆるゼミナールは大体このうちの最初の三つの意味で用いられる。ただし「研究

科」の意味では稀であるが，特定の研究グループを指す場合，つまり教授名や学科名を付

した～一ゼミ（ナール)はこの意味に近い。「演習」という訳語も正式には用いられる。「研

修会」の意味では今日英語系のセミナーの方が一般的である。ゼミナールの頻度は以前よ

り多分増加しているが,一般ではセミナーはこれを上回る頻度となっていると想像される。

「新聞の語彙｣のデータでは当時セミナーは10回を記録している。なおこのセミナーなる

英語はドイツ語からの借用である。「神学校｣や「教員養成所」の意味では現今普通は用い

ない。関連の英語系の語にセミナリー，ポルトガル語系のセミナリヨがあるが，前者は一

般的でないし，後者は歴史的用語にすぎない。同語源の多様な借用としては興味深い例で

あろう。派生語ゼミナリステンの用例があるがもちろん一般的ではない。

16チタンは今日頻度が増す可能性がある。「チタン建材」やチタンのメガネ．フレームが

現われたから。チタンは元素名であるが，他にリチウムがリチウム電池と共に一般でもよ

く用いられるであろう。この2語は「新聞の語彙」では夫々1回現われただけであった。

17ディーゼルはディーゼル車と共に必要であろう。その排ガスの発癌物質やその微粒子

の花粉症への関係などが話題になったりもする。Dieselは元来人名。

18テーマは頻度の高い語である｡｢主題｣という意味以外音楽用語としても知られている。

テーマ.ソング，－ミュージックはかなり前から知られているが，最近テーマ･キャンペー

ン，－プロモーションなる新しい販売政策用語が生まれている。

19ノイローゼもしばしば登場する語である。英語系のストレスという語とともに現代生

活の複雑さを反映する語となっている。「実は，主役のキンスキーもひどいノイローゼに

陥っていたのだった｡」（へるめす2号)，「フロイトもノイローゼの病理学から出発して

……」（プレイエー河野)。「……もともと少しノイローゼ的な傾向がありますが……」（暮し

の手帖)，「日本人のノイローゼの特徴は何か……」（朝日ジャーナル)，「不眠ノイローゼ」

（安心)。
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20ビールスは，元来ラテン語であるが日本語にはドイツ語から借用された。ヴィールス，

ウイルス，ウイ(－)ルスそれに英語系のヴァイラス，バイラスなど様々な表記が用いられ

てきた。「新聞の語彙」のデータによると1965年頃はビールスの方がウイルスより多く現

われている。しかし最近は少なくとも新聞記事からはビールスは姿を消し，ウイルスが用

いられるようになっている。放送などでも公式的にはそうである。「外来語辞典･角川」に

引用の朝日新聞社『新聞語』の説明によると「戦後，日本医学会の医学用語整理委員会は

ビールスと統一するのが望ましいという中間報告を出し,教科書もビールスとしたが,1953

年ビールス関係の学者が集って，日本ウイルス学会を結成したため，言葉が混乱しはじめ

た」らしい。この記述は1963年のものであるが「新聞の語彙」のデータは正しくこの時期

にあたっている。別の証言によると「ドイツ語のVakzinを『ワクチン』とよびならわして

おり，元来ラテン語の(v)は『ウ』の音だから『ヴィールス』もこの際『ウイルス』がい

いと強く主張する人もあって,Virusを専門に研究している人やその学会は『ウイルス』一

本に統一することになり，……のどちらを使うかについてはげしい議論がありました。そ

の結果両者併用ということになり，『ウイルス学者』には『ビールス』をみとめない人が多

く，他の医者は『ウイルス』と『ビールス』を自分のいいようにつかい，一般の人はどち

らかといえば『ビールス』をつかうという，妙なことになっています」(34)という。新聞は

この二十年間に少なくとも公式的にはウイルスに統一されてしまったようである。岡田や

「暮しの手帖」の記事「ウイルスとはなにか－肝炎ウイルスはここまでわかってきた」

なども終始ウイルスを用いている。一般の音声言語ではしかしウイルスは目下稀である。

あるテレビ放送でアナウンサーカ§ウイルス，対談する医家のひとりはビールス，もうひと

りはバイラスを用いているのは印象的であった。この英語系のバイラスはそれほど一般的

ではないと思われるが専門家の間では並行して用いられていると思われる。マス・メディ

アのウイルスへの転向は高級感のある学識語への同調であろうか。興味ある現象である。

アデノー，インフルエンザ－，ポリオー，肝炎ウイルス，ウイルス発癌，抗ウイルス剤な

どの形成が知られている。関連のリケッチアRickettsiaはっつがむし病などの病原体であ

るが一般的ではない。

21ビタミンはいうまでもなく現代の高まる健康志向とともに欠くことのできない語と

なっている。「新聞の語彙｣のデータではビタミンは単独で最も多く用いられているが，ま

たA,C,Dと共にも現われている。さらにBも一般的に知られているし，今日Eが頻繁

に話題になっている。「総合ビタミン剤」なる語がある。

22フェーンは元来南ドイツのアルプス越えの暖かい乾燥した春先に吹〈南風を指す｡｢独

和大辞典」では「フェーン」なる外来語と説明を掲げている。つまり訳語はない。これを

帥「緒方富雄・解体新書にことよせて－医学のことばの二百年一」言語生活274号（1974）所収
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我国の類似の気象現象に適用するため「フェーン（現象)」として借用した。一般的に知ら

れ用いられている。

23プロレタリアこの語は最近はそれほど頻繁とはいえないかもしれないが，一般には

よく知られた語に属する。「プロレタリア文学と農民文学」（朝日ジャーナル)。関連のプロ

レタリアートも散見する｡｢ひとたび共産党のプロレタリアート独裁を揺るがす事態になれ

ば……」（朝日ジャーナル)。

24ホルモンも元来ギリシア語に由来する医学・薬学・生物学用語であるが，今日広く一

般の語となっている。「膵臓から分泌されるインスリンというホルモンの助けをかりて

……」（安心)，「……短期間に限り副腎皮質ホルモンを使うことがあります｡」（朝日新聞)。

多数の合成語が形成されている。「黄体一，開花－，植物－，性一，成長－，男性ホルモン」

など。俗語では「ホルモン焼」というのが辞典類に収録されている。

25ボンベも日常語であろう。この原語の主なる意味は「爆弾」であり，「高圧ガス容器」

の意味では正式にはGasflascheが用いられる。しかし俗語ではBombeにもこの意味があ

るらしく，これから借用されたのであろう。ただ「広辞苑」や「国語大辞典」に収録のガ

スボンベは原語では通常「毒ガス爆弾」を意味する。

26メルヘンこの語は「新聞の語彙」にはみられないが最近非常に目立つようになった。

グリム兄弟の生誕二百年記念やミヒャエル・エンデの翻訳などのせいもあろう。さらに，

技術時代のなかで高まっている空想・幻想的なものへのあこがれも関連しているかもしれ

ない。元来この語には「民話，童話，おとぎ話」などの語があり，「グリム童話」などと用

いられてきた。エネルギー，ビールス，ホルモンなどのように翻訳できない語とはこの点

で異なっている。すなわち語彙単位の不足からではなく独特の効果から好まれるように

なったといえよう。「グリムのメルヒェンはある程度読んでいたが，……」（高橋)，「世界

のメルヘン｣，「文学座の公演『黄昏のメルヘン』は，そうした愛の形を探った心優しいメ

ルヘン，というより愛の不条理を究明したかなしみのうただ｡」（朝日新聞)。広告類に｢大

人のメルヘン，……お年寄りたちの日常と死をみつめた感動のメルヘン｣，「メルヘンおは

なし絵本，美しい夢と楽しいメルヘンがページいつぱいにあふれます｡｣，「メルヘンお弁当

はいかが？」(朝日新聞掲載)などの例がある｡｢……宇宙的に女心をメルヘンするシンガー」

（ザ・テレビ）という例もある。先にもふれたメルヘンチックは俗語の形成であるが新聞

にも現われる。朝日新聞は「いまメルヘンチック」という見出しでこのブームについて報

じている。「彼女のメルヘンちつくなおしゃべり｣，「なんともメルヘンテイックなものを感

じたのであるが，……」（ザ･テレビ）などの用例がある。この語が固定するかどうか分か

らない。多分に流行語の感がある。

27ヨーグルトYo-/Joghurtはトルコ語に由来し，英語でも類似の語形を示すが日本語

はドイツ語から借用した｡今日様々な種類の製品と共に健康食品として絶えず話題になる。










